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　前回に続き、第20回 世界バラ会議福山大会2025へのおもてなしについて、福山市市長公室 世界
バラ会議推進担当部長の安原洋子さんのインタビューを掲載します。

安原：世界バラ会議福山大会の受付に、女性会の記
念事業としてポプリと生花を飾っていただけるのが
楽しみです。
平木：これまでの取り組みが、国内外の方の目に触
れ、香りを愛でていただけたら、本当にやってきた
甲斐があります。

平木：最後に、この福山大会を次に繋ぐ思いをお聞
かせください。
安原：大会コンセプトは「みんなで創る　みんなで
盛り上げる　みんなで輝く」です。市民みんなで楽
しく関わり、１５８のばらの商品や記念事業が生ま
れています。ばらを通じて育む思いやり・優しさ・
助け合いの心「ローズマインド」や、平和への思い
を世界の人々と共有する大会にしたいと思います。
　「ばらの聖地」として認知され、素晴らしいばら
のまちと称賛いただくことで、自分の住む街に誇り
を持っていただけると思います。大会終了後は未来
への思いを込めて、皆さまの活動を記念誌などで紹
介し、さらなる国際会議の誘致につなげます。
　福山での世界バラ会議を機に、企業や各家庭でも、
さらにばらが植えられ、街じゅうにあふれるばらに
癒されることで、ますます住みよい街になることを
期待しています。

安原：女性会では、
子育て事業の一環
で、ばらのポプリ
を毎年、市内の幼
稚園に寄贈されて
いると伺っていま
す。観賞後のばら
の花を活用して、

メンバーの皆さんで自然乾燥させポプリにアップサ
イクルされている。幼少期からばらに親しむ機会を
提供しておられる、ローズマインドあふれる取り組
みはとても素敵ですね。
平木：ありがとう
ございます。令和
２年度から始めて
今年で６年目にな
ります。ポプリで
ばらを再利用する
ことは身近にでき
るＳＤＧｓだと思
います。今年はばら祭やＲｏｓｅＥｘｐｏ、音楽祭
などでたくさんのばらを楽しめます。それを活用さ
せていただき、もっとたくさんのポプリを作り還元
していきたいと考えています。

▲世界バラ会議推進担当部長
　安原洋子さん

▲インタビューを行う
　地域活性委員会 平木滋子さん

リトアニア展示室見学　4/10

　当所小丸成洋会頭が在福山リトアニア共和国名誉
総領事を務めておられることから、福山通運㈱本社
1階にある在福山リトアニア共和国名誉総領事館展
示室を訪問しました。
　この展示室は昨年１月に開設され、オーレリウ
ス・ジーカス駐日リトアニア特命全権大使の監修に
より、「森と水の国」と紹介されるパネル 24 枚や、
伝統工芸品など32点が展示されています。また、リ
トアニアにある杉原記念館から寄贈を受け、杉原千
畝外交官が発給し、多くのユダヤ人を救った「命の
ビザ」の実物も展示されています。　
　この訪問を通じて、リトアニアの文化や歴史を知

る貴重な機会となり、平和のために何ができるかを
考える大切な一日となりました。深い「学び」を得
られたことに心より感謝申しあげ、日本とリトアニ
ア共和国の友好親善とその発展を祈念します。
� 広報委員長　小山　智子

▲展示物を熱心に見学 ▲参加者全員で記念撮影


